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豊島区 地域の特徴及び熱中症対策における課題

 気候は、太平洋岸気候区に分類される。夏の高温多湿と冬の少雨乾燥

 年平均気温は、1950年頃までは約14℃～15℃で推移していたが、近年は16℃～17℃で推移しており、長期的には上昇傾向に
あると考えられている。

 豊島区内には住宅を中心に小規模な緑被が多く分布しており、主な緑被地は東部の染井霊園付近、南部の学習院大学と雑司ヶ谷
霊園付近に分布している。また、池袋駅周辺では屋上緑化も見受けられる。

 豊島区の65歳以上人口に占める一人暮らしの割合は全国区市1位

 一人暮らし割合が高い自治体は、生活利便度が高く、狭小住戸が多い傾向

地域の特徴

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

面積 13.01㎢

高地 36メートル
低地 8メートル
(基準高さ：東京湾平均海水面)

人口 283,342人

内、65歳以上人口 56,914人
（令和4年1月1日現在）

75歳以上 全国区市割合

23区平均 30.5% 

全国平均 20.9%

 民生委員による戸別訪問や、リーフレットの配付、ウェブサイトでの熱中症対策の啓発を実施

→ さらに広く周知していく取組が必要

 暑さの感じ方は個人差があるため、予防行動にも個人差がある。

→ 暑さ指数（WBGT）を計測し、「見える化」した暑さを啓発に活用

→ 収集した地域毎の暑さ指数の傾向等も踏まえた効果的な対策方法も検討

熱中症対策における課題

【出典】 令和2年国勢調査 全国，都道府県，21大都市，特別区，人口50万以上の市
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豊島区 モデル事業概要（１）

事業タイトル： 暑さ指数（WBGT）の「見える化」で熱中症を予防
～見せて、伝えて、気をつけて～

① 区民ひろば、体育施設等で暑さ指数（WBGT）を計測し、指数を掲示することにより熱中症リスクを「見える化」
② チラシ配布による注意喚起、熱中症対策セミナー及びアンケート調査の実施による啓発活動とその効果測定
③ 収集したデータを活用し、エリアや時間等による熱中症リスクを評価

共同実施者 役割

株式会社タニタ

・ 暑さ指数（WBGT）計、タブレット端末の提供・保守
・ タブレット表示用システムの整備・運用
・ 熱中症対策セミナーの開催（講師）、アンケート調査実施・集計・分析
・ 熱中症リスクの評価

 ① 暑さ指数データの収集

・ 計測地点14か所での対策の基礎となる暑さ指数（WBGT）の見える化

・ 屋内・屋外、日なた・日陰との差を数値化

・ 熱中症警戒アラートとの差分検証

 ② 啓発活動

・ セミナー受講者の50％以上に熱中症予防に関する知識等の新たな習得（アンケートの実施により増加率を測定）

・ 暑さ指数（WBGT）の認知数延べ22,000件（タブレット設置施設への来館者数）

本事業における指標（KPI）

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業
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共同実施者 株式会社タニタ

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業
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豊島区 モデル事業概要（２）

連携体制

 令和4年に策定する「2050としまゼロカーボン戦略」に熱中症対策の取り組みに係る内容を登載する。

継続的に熱中症対策に取り組むための総合的な計画の策定

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業
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豊島区 モデル事業における熱中症リスク評価及び事業実施内容

幅広い世代の区民が利用する地域コミュニティ施設である区民ひろば、区立体育施設、介護予防施設等で暑さ指数（WBGT）計により

暑さ指数（WBGT）データを計測・収集し、エリアや時間などによる警戒レベル（危険度）の分布等を把握することで熱中症リスクを評価した。

① 暑熱環境状況の調査

 対象施設：区民ひろば、体育施設、介護予防施設等のうち14施設

 実施期間：令和３年７月１０日～９月３０日

 測定方法：暑さ指数（WBGT）計（豊島区専用モデル）を、施設の屋上や外階段等に1台ないし2台、14か所・合計20台設置。

データ取得のバックアップのため、既存品も併せて同箇所に設置

② エリアごとの熱中症リスクの評価

 暑さ指数（WBGT）に応じて警戒レベルを5段階に分け、検出頻度の高さ等により熱中症リスクを評価

 機器を2台設置している施設では、屋内・屋外または日なた・日陰での熱中症リスクを比較分析

 環境省の熱中症警戒アラートと実際に区内各地点で計測した暑さ指数（WBGT）を比較分析

 測定したデータにより、熱中症警戒マップ等を作成

熱中症リスクの評価

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

環境省熱中症予防情報サイトを参照
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豊島区 モデル事業における熱中症リスク評価及び事業実施内容

 タブレット端末を活用した警戒レベル（危険度）の表示による注意喚起

② 暑さ指数（WBGT）に応じた注意喚起

事業実施内容

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

 前頁のとおり

●対象施設：区民ひろば、体育施設、介護予防施設等のうち14施設

●実施期間：令和３年７月１０日～９月３０日測定方法：暑さ指数（WBGT）計（豊島区専用モデル）を、施設の屋上や外階段等に
1台ないし2台、14か所・合計20台設置

●データ取得のバックアップのため、既存品も併せて同箇所に設置

① 暑熱環境状況の調査

 区民ひろば所長会・事務局長会、区立体育施設の指定管理者との体育施設連絡会議において、熱中症警戒アラートと実際に豊島区
で計測した暑さ指数（WBGT）データの比較結果を共有するなど、今後の活用等について意見交換を実施

④ 暑さ指数（WBGT）の活用に関する意見交換

 熱中症の基礎知識や症状、予防に効果的な食事・栄養面に関する講義を実施、熱中症対策チラシの作成・配布

 熱中症対策セミナーでのアンケート調査・分析

③ セミナー等の啓発活動
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令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

暑さ指数（WBGT）計 設置場所一覧

14か所 合計20台設置（屋外のみ／屋内・屋外／日なた・日陰）
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豊島区 モデル事業実施結果 - ①暑熱環境状況の調査

 屋内・屋外での熱中症リスクの比較

屋内・屋外に設置した2施設（体育施設）ではいずれも有意差があった。

このうち総合体育場では、屋外の方が日中は暑さ指数（WBGT）が平均1.9高くなった。

暑さ指数（WBGT）の測定

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

7~9月の日中の測定データについて検証
マン・ホイットニーのU検定 p < 0.01
有意差あり

8月4日 総合体育場
屋外と屋内の暑さ指数（WBGT）の差

屋外

屋内

中央値

第一四分位数

第三四分位数

最小値

最大値
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豊島区 モデル事業実施結果 - ①暑熱環境状況の調査

 日なた・日陰での熱中症リスクの比較

日なた・日陰に設置した4施設ではいずれも有意差があった。

このうち区民ひろば池袋本町では、日なたの方が日中は暑さ指数（WBGT）が 平均2.3高くなった。

暑さ指数（WBGT）の測定

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

7~9月の日中の測定データについて検証
マン・ホイットニーのU検定 p < 0.01
有意差あり

8月4日 区民ひろば池袋本町
日なたと日陰の暑さ指数（WBGT）の差

日なた

日陰
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豊島区 モデル事業実施結果 - ①暑熱環境状況の調査

 環境省の測定データとの比較分析

環境省（練馬）のデータはアメダスで測定された温湿度などから暑さ指数（WBGT）を推定している。

豊島区では、黒球付きの暑さ指数計を建物の屋上や外階段など、生活の場に近い場所に設置し、暑さ指数を測定した。

全測定場所のうち、5地点（区民ひろば西池袋、区民ひろば池袋、区民ひろばさくら第一、区民ひろば池袋本町、豊島体育館）
では、有意に環境省（練馬）で測定されたデータよりも暑さ指数（WBGT）が高い傾向が見られた。

上記の地点では差が2以上となり暑さ指数（WBGT）33を超える時間帯もあり、熱中症警戒アラートが発表されていない日
でも注意が必要であると分かった。

暑さ指数（WBGT）の測定

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

7~9月の日中の測定データについて検証
マン・ホイットニーのU検定 p < 0.01
有意差あり

8月4日 区民ひろば西池袋
環境省データとの比較

区民ひろば西池袋の
方が中央値が高い

機器設置イメージ
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 エリアによる危険性の比較検証

地図上で東西に分けたデータで比較したところ、西側の地域では暑さ指数（WBGT）が高くなることが示された。

東側 … 区民ひろば駒込、区民ひろば南大塚、区民ひろば西巣鴨第一、区民ひろば池袋本町、総合体育場、

東池袋フレイル対策センター、豊島区役所

西側 … 高田介護予防センター、区民ひろば西池袋、区民ひろば池袋、区民ひろば富士見台、区民ひろば千早、

区民ひろばさくら第一、豊島体育館

 西側で測定された暑さ指数（WBGT）の方が高い傾向を示した。

暑さ指数（WBGT）の測定

豊島区 モデル事業実施結果 - ①暑熱環境状況の調査

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

8月26日
6~18時のデータについて検証

マン・ホイットニーのU検定 p < 0.01
有意差あり
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豊島区 モデル事業実施結果 - ①暑熱環境状況の調査

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

 10時～14時の1時間ごとの暑さ指数（WBGT）マップは以下のようになった。
※ 図の白点は測定地点を表す。測定地点の間に位置する部分は、周囲の測定値から暑さ指数（WBGT）を推定して表示
※ 実際に測定を行った結果、東池袋フレイル対策センターは日陰となる時間が長かったため除いてマップを作成

 測定したデータにより、西側の地域から徐々に暑さ指数（WBGT）が上昇する傾向にあることが分かった。

暑さ指数（WBGT）の測定

10時 11時 12時

13時 14時
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豊島区 モデル事業実施結果 - ①暑熱環境状況の調査

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

 地域ごとの高齢者人口分布と暑さ指数マップを組み合わせ、「熱中症警戒マップ（高齢者版）」を作成

 高齢者人口が多く、かつ暑さ指数が高い箇所の見える化を行った。

暑さ指数（WBGT）の測定

14時

＜ 熱中症警戒マップ（高齢者版）＞

※ この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1地形図を
利用して作成したものである。（承認番号）3都市基交著第161号
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豊島区 モデル事業実施結果 - ②暑さ指数（WBGT）に応じた注意喚起

各施設にタブレット端末を設置し、暑さ指数に応じた警戒レベル（危険度）をリアルタイムで5段階表示することでリスクを見える化

 窓口やロビー等、利用者の目につきやすい場所に設置し、画像（背景色・顔イラストが数値により変化）で視覚的に表示する
ことで、危険度を分かりやすく伝え、暑さ指数（WBGT）に関する認知度や対策意識の向上を図った。

熱中症リスクの見える化

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

警戒レベル表示（5段階） タブレット設置状況

暑さ指数（WBGT）の延べ認知数（タブレット設置施設への来館者数）
【対象期間：7～9月】

区民ひろば（9施設） 48,158名

体育施設（2施設） 45,634名

介護予防施設（2施設） 6,326名

合計 100,118名
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豊島区 モデル事業実施結果 - ③セミナー等の啓発活動

暑さ指数（WBGT）の計測地点のうち4施設において、熱中症対策セミナーを実施

 セミナー受講の前後でアンケート調査を実施し、熱中症に関する意識変化等の効果検証を行った。

 熱中症の基礎知識や症状に加えて、食事や栄養面など身近な話題に合わせて講義を行うことで、多くの区民の興味を引き、参加者
を集めることができた。また、そうしたセミナー構成だったことで熱中症の知識が身に付き、暑さ指数に関する理解促進にもつながった。

熱中症対策セミナーの実施

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

広報としま 7/21号 掲載記事 セミナーの様子（左：東池袋フレイル対策センター ／ 右：区民ひろば千早）

セミナー参加者 83名

内、アンケート回収 80名

性別
女性 74名

男性 6名

年代

50代 1名

60代 3名

70代以上 76名

アンケート実施結果（一例）
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豊島区 モデル事業実施結果 - ③セミナー等の啓発活動

熱中症対策チラシを作成。チラシの配付だけではなく、様々な媒体で啓発活動を行った。

熱中症対策チラシの作成・配付

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

熱中症対策に関する
啓発チラシ作成

5,000部配布
配布先：区民ひろば、体育施設、図書館、

シルバー人材センター会員等
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豊島区 モデル事業実施結果 - ③セミナー等の啓発活動

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

区ウェブサイトのトップに掲載
(8月6日から9月30日まで)

ページビュー数 438件

(前2ヶ月比 約2倍)
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豊島区 モデル事業実施結果 - ③セミナー等の啓発活動

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

としまケーブルテレビでの啓発
(8月7日から9月26日まで)

本庁舎デジタルサイネージの掲出
(8月10日から9月30日まで)
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 同じ豊島区内でも、測定地点によって暑さ指数（WBGT）が異なることが示され、きめ細かい暑さ指数データの取得が、地域特性に
応じた効果的な注意喚起を図るうえで必要であることが分かった。

 区民が日頃利用する施設で熱中症リスクの見える化を図るとともに、啓発チラシの配布、セミナーの開催により、多くの区民に
熱中症予防に対する意識向上を促すとともに、暑さ指数（WBGT）や熱中症警戒アラートの認知度向上を図ることができた。

本事業を通して得られた事

豊島区 モデル事業におけるまとめ

① 暑さ指数データの収集
・ 計測地点14か所での対策の基礎となる暑さ指数（WBGT）の収集・見える化
・ 屋内・屋外、日なた・日陰との差を数値化
・ 熱中症警戒アラートとの差分検証

② 啓発活動
・ セミナー受講者の50％以上に熱中症予防に関する知識等の新たな習得（アンケートの実施により、増加率を測定）
・ 暑さ指数（WBGT）の認知数延べ22,000件 (タブレット設置施設への来館者数)

本事業における指標（KPI） (再掲)

 暑さ指数データの収集結果

・ 機器については、本事業の専用モデルとタニタ既存品（TC-310）の2台1セットとし、14か所のうち4か所で日なた・日陰、2か所で
屋内・屋外、8か所で屋外（日なたのみ）の合計20セットを設置し、7/10～9/30の期間に暑さ指数（WBGT）を計測・収集した。

・ 日中は暑さ指数（WBGT）が屋外では屋内より平均1.9高く、日なたでは日陰より平均2.3高くなった。

・ 熱中症警戒アラート発表日には、計測地点のほとんどで暑さ指数（WBGT）33以上となり、アラート未発表日でも計測地点に
よってはアラート発表基準（暑さ指数33）を上回る地点もあった。

 セミナー受講前後での熱中症予防に関する知識等の増加（アンケート回答者：80名）

・ 暑さ指数（WBGT）について理解できた・・・50.8% ／ 熱中症警戒アラートについて理解できた・・・60.3％

 タブレット設置施設への来館者のうち、暑さ指数（WBGT）の延べ認知数：100,118件（名）

指標（KPI）に対する現状の結果

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業
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令和3年 令和4年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

事業全体
●請負業者と
の打ち合わせ
(スケジュール、
実施要領作
成)

●熱中症システ
ムの全体構成
作成

●中間報告
書を作成
・提出

●最終報告
書の作成
・提出

●環境省の検討会における成果
報告。その結果を踏まえ、
計画や報告書を修正

熱中症リスク
の評価

●請負業者
試作開始

●設置場所の
選定、実施
内容調整

●現地確認、
設置場所確定

●暑さ指数計によるデータ計測

●計測データ
の取りまとめ、
分析、課題
抽出等

●対策方法等の検討
（暑さ指数等の活用）

地方公共団体
内外の関係者
との連携による
熱中症対策
実施のための
体制構築

●関係者に対する実施目的・
内容の説明
（庁内の熱中症計設置施設所管
課、防災危機管理課、環境政策
課、健康推進課（保健所））

●庁内関係課への情報
共有（進捗状況等）

●庁内関係課への計測
結果・課題等の共有、
意見交換

※既存の枠組み（施
設長会・連絡会等）
を活用することを視野
に体制構築し、翌年
度以降も連携を図る

熱中症対策に
取り組むため
の総合的計画
の策定

●構成・内容の
検討

●審議会の
開催・審議 ※審議会、パブリック

コメント等を経て計画
策定(6月予定)

令和3年度に
実施・試行
する事業

●チラシ作成
●現場状況確認、呼びかけの強化
●セミナー開催、アンケートの実施
●チラシの配布・掲示

●関係者の意見等を踏まえ
具体的な対策を検証

豊島区 参考資料：モデル事業実施スケジュール

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

●素案作成

庁外（区施設）の施設長会・連絡会での
情報共有【随時】 → 関係施設から区民へ
周知・啓発
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豊島区 熱中症警戒アラート・暑さ指数（WBGT）に関する取組み（１）

• 夏季に民生委員・児童委員が一人暮らし高齢者等への戸別訪問を実施し、熱中症予防の呼びかけ等を行う際、チラシを配付し周知・
啓発

• 区役所本庁舎、区民ひろば、体育施設、介護予防施設等でチラシを配架し、来庁者・施設利用者に対して周知・啓発

• 豊島区ホームページやTwitter、区役所本庁舎内のデジタルサイネージ等を活用し、熱中症対策情報を発信

事前周知（暑さ指数・アラートの普及）方法

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

豊島区ホームページチラシ（出典：環境省熱中症予防情報サイト）

デジタルサイネージ

豊島区Twitter
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豊島区 熱中症警戒アラート・暑さ指数（WBGT）に関する取組み（２）

熱中症警戒アラート発表時の対応

令和３年度 地方公共団体における効果的な熱中症予防対策の推進に係るモデル事業

• 現状の取り組み

部署名（所管施設） 基準 措置

地域区民ひろば課（区民ひろば） 気温＋水温が65℃以上 ／ 気温が36℃以上 水遊びを中止する

学習・スポーツ課（体育施設）
暑さ指数（WBGT）が28超 利用を中止するよう指導（利用料は返金）

暑さ指数（WBGT）が31以上 原則利用中止（利用料は返金）

教育委員会（小・中学校）
「熱中症予防のための運動指針」（※）に準拠 屋外運動の実施可否、方法等を各校で検討

暑さ指数（WBGT）が28以上 校庭開放中止

保育課（保育園）
熱中症警戒アラート発表時 原則園外での活動は中止

気温＋水温が65℃超 ／ 気温が35℃ プール遊びは原則中止

暑さ指数（WBGT）の数値（または熱中症警戒アラート情報）

数値・情報を適宜確認し、各部署（所管施設）ごとに個別対応

高齢者福祉課
（地域包括支援センター）

学習・スポーツ課
（体育施設）

池袋保健所
地域区民ひろば課
（区民ひろば）

教育委員会
（小・中学校）

保育課
（保育園）

関係部署

（※）公益財団法人日本スポーツ協会 「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」（2019）より

必要に応じ、相互に情報共有


